
、



複雑（そうな）設定 それぞれを立式していけば、
→ 目で見てわかる形（図・グラフ・表）に tnを Snで表す|Sm，を

In、，
→ SmをSnで表せる

可視化すると立式しやすい it でいけそう.
点の作り方を式にするだけ、

まず、前 n t l 'より .

た！！！！南.
!

：

!

䰗！！
軀。城袽かが.

l'の方向ベクトル メンドいのでベクトル
のまま処理！

⇐>（tnた t.snで）.た=0...D
(I） どう立式するか？ ここで、 ←パーツは分けて計算.

An → Bn → A n t i ）でも = 2
1で12=3かた） は呿+で） （Sm.た） I_た。， より、 D は



3 A n - 1 - 2 S n = 0 2040より.

Sm， =2 - 2！十 - 1 っか くAn=Dj's . . となる。

次に、前にい tlより、
=1 - ， と求められる。

1ながい・王 = 0

tnも +さ1の方向ベクトル

⇐>（ぶで一 tnEさ） . I =。 . .
に）解ける漸化式で与えられた
数列の極限→解いて飛ばせば OK
（数学塒講・極限が、 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .讔 |Sm，= 4%+5-_-→二項間漸化式| ぶ = 6- a = ，

より、 ③ は ドジには汝
（たまはさっき求めた）

↳ s 灬が I ( s i t）
「

6 S m - 2 A n - 1 = 0

Sn y= 24th -40となる。



よって、 a-T=（が"（s，-D た l i mInnis
ネトはO

= l im Djt le-_-が1が mastitis）収束する数
列の和は

分解してOk!sn=が断が
となるので、 S = l i m S n = is と求められる。

m a s

=述，と求められる。

Inについても、同様にButAnti→Bm，

が漸化式
雄州鯲哯
動画秈𥶡，

讐が.ioでももっとラクにいける！ _関係式あり、

ここで、②より In=25が「ーなので、
ここで停滞



方向ベクトルわかっているので、内積計算して 確かに
垂直条件確あればOK！ 居 た t . f i 。
可キで、ただ、一 一 た ち よ り 、 前 .た=f-f-f=0 となり、

1が.た。

碔が'を示
せば必要匇
題意は示さ
れ翃

-

l'の方べ）

［ゼロベクトルだ
と内積は0にな
る！
内積が0E垂直
A
儋）

B
儋）

より、

前=
儋）

と求められるので、


